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神の国の歴史について、教材を使って考えてみましょう。

神はご自分のみ旨の中にあるよろこびを、ご自分の似姿に創造された人間にもたらすようにご

計画になりました。そのご計画を私たちは、神の聖なる歴史、神のみ国の歴史と呼んでいます。

このような神の国の歴史をみことばによって啓示された聖書からみつめていくことにしましょう。

● 年齢　初聖体準備

● 教材 ○聖書　○ローソク２本　○ポスター（写真②）

  ○布のテープ　５２ｍ×４ｃｍ

（赤 巾２ｃｍｘ２ｃｍ ～ 青１５ｍ ～ ベージュ３５ｍ 

～ 白２ｍ ～ 黄２ｍ（写真①））

黄色から４７ｃｍベージュのところに赤色の人間と桃色

の手、赤色の人間から１８６ｃｍのところに黒色の人間。

黄色と赤色のテープの先はほごしておく。黄色のテープか

ら２ｍを白色のテープ。

①はじめに神は天と地をつくられた。　神の霊が水の上

をみたしていた。

②神はご自分にかたどって人間をつくり、神ににせてつ

くり、男と女につくられた。

③ダビドの町で救い主キリストがお生まれになった。

どうして死者の中に生きたかたをさがすのか、彼はここにいない、復活した。

④神はその時に再臨するでしょう。すべてのことはその時完成される。

第７章　神の国の歴史（歴史の物差し）

写真① 写真②
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● 神の国の歴史１～ 15

1、私たちが生活している地上は、何億年も昔につくられました。はじめはどろどろした要素が

あってそれをカオス（混沌とした）と呼んでいます。それらの要素は地の深いところにみら

れます。

２、地ができあかって、やがて植物や木々が繁りはじめ緑でおおわれるようになり、花が咲き、

きれいな空気ができて、植物はたねができ、あるものは地Ｌで動くようになりました。水の

中に生きる動物、空を飛ぶ動物、最後に地Ｌの動物があらわれました。

３、これらのもののあいだにすこしずつ区別があらわれましたが、まだ知性にとぼしい自然の

ままの姿でした。私たちに似た人間があらわれるまでに長い長い時間がすぎました。物を知

るための能力、知性と呼ばれるものがあらわれるのは、人間が地にあるものを手でつかみ、

その手で物をつくるようになってからでした。それらをつくった手は知性の発達への重要な

段階となりました。

４、やがて人間は、「人が必要とするものを、この世界に誰が準備したのか」と質問しはじめま

した。人はこの質問に自分で答えることはできません。いったいどうして、地」上に人間の

ために準備されたものを見ることができるのだろうか。最初の人はどんな知性もなかったの

に誰がそのように大きな配慮と、大きい愛をもって準備することができたのてしょうか。

５、私たちはその答えを聖書と呼ばれる本の中にみつけることができます。その中で「神は天

と地を創造され、彼はそれを満たしていました」人のためにすべてのものを準備されました

ので、人にはどんな不足もありませんでした。

 ⇒　６から 15 までは次の章へ続きます。

● 教材の使用

神の国の歴史の１～ 15 を読みながら話します。

ローソクと聖書を子供に運ばす。

布テープを子供の手にとらせ一本の糸が千年の単位として示す。

赤い房を聖書の第１ページにはさんで、ローソクに点火してから沈黙してテープを伸ばしてい

きます。

最後まで伸ばしたら３つの矢印を要点の書かれたところに置く。

● 直接のねらい

神の国の歴史を総（口的に知ることと

その歴史の一二つの要素（創造、救世、

再臨）をしっかり教える。

● 間接のねらい

神の国の歴史のつながりのすばらしさへの驚きをかりたてる。
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　追補教材（指導者用；７－１）：　創造と救世

　追補教材（指導者用；７－２）：　歴史の一貫性（神の救いの歴史）
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　追補教材（指導者用；７－３）：　原罪と救世

　追補教材（指導者用；７－４）：　大洪水と救世
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　追補教材（指導者用；７－５）：　アブラハムと救世

　追補教材（指導者用；７－６）：　出エジプトと救世
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　追補教材（指導者用；７－７）：　モーセと神の契約

　追補教材（指導者用；７－８）：　預言者たちと救世



24

　追補教材（指導者用；７－９）：　完　　成


